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1 ． は じめ に

九 州 中部 の 標 高500 ～ 1 ，000m に分 布す る久 住 、飯 田 、

阿蘇の火山灰土地帯は、夏秋期 に野菜生産の適温条件を

有す る数 少 な い 高冷 地 で あ り、 夏秋 キ ャベ ツ、 夏 ダイ コ

ンの主 要 な産 地 とな っ て い る （山下 19 9 0，岩 本 198 5） 。

近年、 ダ イ コ ソ作 付 面積 の拡 大 とキ ャベ ツの連 作障 害 で

ある板 こぶ病 を回 避す るた め 、新 た に野 草地 を原地 形 の

まま ロー タ リ耕 で 開畑 した 傾斜 畑 で の 栽培 が増 加 して い

る。 しか し、 野 菜 栽培 期 間 が主 と して 梅雨 期 を は さん だ

多雨 期 の 6 ～ 9 月 に限 定 され る こ とか ら土 襲 侵 食 が激 し

く、開畑 地 の荒廃 が顕 在化 し、 景観上 も大 きな問題 とな っ

てお り、 土 壌侵 食 防 止 対策 が緊 急 課題 と な って い る。 そ

こで 、 こ うした背 景 を踏 ま え、 飯 田高 原 の 火 山灰 土野 菜

畑に おけ る土壌 侵 食防 止 対 策 に つ いて 1982～ 1988年 の 7

年間 にわ た る研 究 成果 （岩 本 1993） を概 説 す る。

2 ．飯田高原における土壌侵食

2 － 1 梅雨期の降雨特性

飯 田 高原 は 九 州 の最 高峰 久住 山 の 北麓 に位 置 し、 標 高

は鮒 0～ 1 ，000 m 、土壌は久住、阿蘇、霧島な ど数次の火

山噴 出 物 の 堆積 層 か らな る厚 層 多腐 植 質 黒 ポ ク土 で あ る

（日土肥学会九州大会運営委員会 1971， 1982 ，土壌調査

研究会 1982）。年平均気温 は10． 9℃、 7 、 8 月の平均

気温 は 22 ℃ で冷 涼 で あ る。

調査 を行 った1982～ 1987年 の年降 水量 は平均 2 ，445 m

m で 、 キ ャ ベ ツ栽 培 期 間 6 ～ 9 月 の 総 降 水 量 は 1，492 m

m で あ っ た。 この 6 ～ 9 月 の 降 水量 は本 州 高 冷 地 の キ ャ

ベツ産 地 嬬 恋 村 の年 降 水量 に相 当す る。 毎 年 梅 雨 期 に は

2 ～ 3週 間 に わ た る連 続 降 雨 日が あ り （表 －1） 、 そ の 降

水量 は 6 ～ 9 月降 水量 の4乃 を 占め て いた 。

ま た 、 真 一 1 に 198 2～ 1987 年 ま で の 限 界 降 雨 強 度

表－ 1 梅 雨 を主 とす る降 雨 の特 性 値

調査 項 目 1 9 8 2 年 19 83 年 198 4 年 19 8 5 年 1 9 8 6 年 19 87 年

降雨 月 日

内無 降 雨 の 日 数

降水 量（m m ）

7 ．11′－25 7 ．4～ 5
1 5 へノ17

1 0

9 40 ．5 屯2 ．0

6 ．13～7．1 6．21～7．3 6 ．21～29
7 ．4 へノ15

2 1 0

452 ．5 釦5．0 927．5

7 ．1～ 8
14～ 24

0

6 7 5．5

訝謬 オ呈号温i品㌢ 上 4佃・0 お3．5 95．5 3削 肌 0
1 97 ．0

器盈 ケ乳思監戸 5・1 7．0 4．3 4．5 6．。 。．。

運
の

×1 0 6 e r

奈義 慮 ノレ ギ ー

1 2・9 8・6 2・8 10 ．1 13 ．1 5 ．9

＊三 原 の計 算 式 e ＝21 4 00 il・2 （e ‥運 動 エ ネル ギー erg／ c m 2， 1 0 m in・ i ：降雨 強 度 m m ／ 10 m in ）よ り算 出 し、

e の値 を 積 算 した 。
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3 m m ／ 10 m in 以上の積算降水量 およびそれを積算降雨

時間 で除 した 平均 の 降雨 強 度 、 さ らに三 原 （1951） の 計

算式 に よ る 3 m m ／ 10 m in 以 上 の 降 雨 の 運 動 エ ネル ギー

の積算 値 を示 した が、 年次 間 の変 動 が大 きい ことが解 る。

2 － 2 キ ャ ベ ツ畑 の土 襲 侵 食 とそ の要 田

現 地 の キ ャ ベ ツ畑 で は 、降 雨 の 表面 排 水 や 幾枕 作 業 に

都合 が よ い上 下 方 向 の作 畦 が 多 く、 高 さ約 30 cm の 高 畦

栽培 が 行 わ れ てい る。 した が って 、 雨水 は畦 間 に 集 ま り

その底 部 と側 面 を削 りな が ら流 下 す るた め 、流 出 水・ 土

量が増 加 しやす い 条 件 を有 して い る。 ま た 、激 しい 表 土

流出や畦の崩壊流出が観 察 された事例は、上部斜面の野

草地 か ら畑地 内 に流 入 す る水量 が多 い場 合 に著 しい侵食

が惹 起 され て い る。 した が って、 畑 地 内 へ の流 入 水 防 止

は重 要 な 対 策 と な る。 他 方 、 ダイ コソは キ ャベ ツ に比 べ

栽培管 理 、 収穫 作 業 に労 力 が か か らな い た め 、開 畑 面 積

が広 く、條 斜 度 も 4 ～ 15度 と大 きい場 合 が 多 い。 た だ し、

栽培様 式 が上 下 方 向 の平 畦 で 栽培 され るの で キ ャベ ツの

畦立 て栽 培 よ り表面 流 去 水 の 発 生 量 は少 な い 。 しか し、

土居 の浸 透 能 を超 え る降 雨 が続 く と リル を生 じ、 雨水 の

集ま る徴 凹 地 で 作 土層 が広 く流 出 す る ス ポ ッ ト状 の侵 食

が観 察 さ れ た。

こ こで は、 野 草 地 を 開 畑 し、 飯 田高原 の 慣 行 的 な キ ャ

ベ ツ栽培 に即 して 設 置 した標 準 区 にお け る198 2～ 19 8 7 年

メ

8 77nl

8 78m

表琴≡：議書8 79m

8 80m

8 8 1 n l

冬図－1 試験閉場の地形と試験区の設定（ 1 9 8 2 年）

（標準区 は 1 号圃、区 1 ）

の土 壌 侵 食 とそ の 要 因 に つ い て 述 べ る。標 高880 m の ス

スキを有 占草 種 とす る野 草 地 を 198 2年 5 月 開畑 し、 試験

圃場 を 設定 した （図 － 1 ） 。 自然地 形 を そ の ま ま利 用 す

るた め、 傾 斜6 ．2 ～7 ．20 の 1 号 圃 （面 積 360m 2） 、 偵 斜

4 ．2～ 5 ．60 の 2 号 圃 （同480m 2） に分 割 した。 斜 面 長 は

U SL E の標 準 区 画 （M itchell 1980， 細 山 田・ 柿 田1984 ）

に近 い20m と した 。 標 準 区 は 1 号 圃 に位 置 し、 面 積 は60

m 2、畦 幅125cm 、畦の高 さ30c m の上下高畦を 2 畦配置

した。 毎 年 、耕 起 、 作 畦 、施 肥 は 5 月下 旬～ 6 月 上 旬、

キ ャベ ツの定 植 は 6 月 下 旬 と し、 収穫 を 9 月 中 、 下 旬 に

行った 。表 面流 去 水 、流 出 土 の調査 は 6 ～ 9 月 のみ 行 い、

表面 流 去 水 量 は 試 験 区 の下 端 に 設 け た 第 1 タ ソ ク（容 積

1 ．O m 3）、第 2 タ ソク （同0 ．5 m 3） 内の水 位 と量水 器 の メー

タで 測定 した。 流 出土 量 は 幅 3 m 、奥 行0 ．6 m 、 深 さ0 ．5

m の コ ン ク リー ト製 の受 け と第 1 タ ソ ク内 に沈 積 した 土

壌の全量 を測定 した。 測 定 は 降 雨 が止 む ご とに行 った 。

降雨の表面流去は降雨強度0 ．8 ～ 1．O m m ／ 10 m in 、 1

～ 2 日間 降 水量 約 20m m 以 上 で 始 ま り、 降雨 強 度 が 大 き

くな るに つ れて 表 面流 去率 が 増 加 した。 6 ～ 9 月降 水 量

に対 す る表 面 流 去率 は 、1984年 は降 水 量 1200m m に対 し

27％ 、 1985年 は1483m m に対 し34％ （一 部推 定 値 を含む ）

で あ った 。 梅雨 期 の連 続 降雨 中 の表 面流 去 率 をみ る と、

1984 年 に 降水 量 301m m に対 して55％ 、 1985年 に224m m

に対 して 62 ％ とい う高 い 数値 が観 測 され た。 19 8 2、 19 8 6

年 で は、 表 － 1 に示 した よ うに 、降 雨 の運 動 エ ネル ギ ー

積 算値 が大 きか った こ とか ら表 面 流 去 率 は 1984及 び 1985

年 の数 値 を・さ らに 上回 って い た ことが 推 定 で きる。

土 壌 流 出 は 降 雨強 度 2 ．7 ～3 ．Om m ／ 10m in 、 1 ～ 2 日

間 降 水 量30m m 以 上 で 発 生 し、4 ．Om m ／ 10m in 以 上 の 降

雨 強 度 にな る と20 m m 以 下 の 降 水 量 で も発 生 した。 キ ャ

ベ ツ栽 培期 間 （ 6 ～ 9 月） 6 年 間 の流 出土 量 は 平均 値 で

乾 土重 56 ．5 ± 25 ．2M gh a‾1、 土 層 深 に換 算 して 14 m m と

な っ た。 そ して 、そ の82 ．5 ±8 ．9％ は 梅 雨 期 の連 続 降 雨

に よ って 発生 してい た （表 －2） 。

梅雨 をは さむ 6 、 7 月 に お い ては 、 降雨 の表 面 流 去率

が30％ を越 え る と流 出 土 量 が急 増 す る 関係 が み ら れ た

（図 － 2 ） 。 しか し、 8 ～ 9 月 に な る と様 相 を 異 に し、

表 － 2 キ ャベ ツ栽 培 期 間 の流 出 土 量 （標 準 区）

（乾 土 M g  h a ‾ 1 ）

調査 年 測 定 期 間 平 均 値 標 準 偏 差

1 9 8 2 6 ～ 9 月 5 6 ．5 2 5・2

梅雨期 48 ．2 26 ．4

1 9 8 7 8 ～ 9 月 5 ．1 4 ．1
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表面 流 去 率 が30～40％ と高 くな って も流 出 土量 は増加 せ

ず、国 － 2 の よ うな関 係 は み られ なか った。 そ の 理 由 と

して、 6 、 7 月 に は、 第 1 に梅 雨 に よ る連 続 的 な降雨 が

ある こ と、第 2 に耕 起 、作 畦 か ら間 が な く土 壌 が 膨軟 で

洗出 しや す い状 態 に あ る こ と、 第 3 に キ ャベ ツの 地表 被

覆率 が低 く裸 地状 態 に近 い ことが あ げ られ る。 これ らは

飯田高 原 の キ ャベ ツ栽培 で は避 け 難 い 問題 点 とな って い

る。

2 － 3 野草地開畑後 の受食性の増加

野 草地 を開 畑 したキ ャベ ツ畑 や ダイ コソ畑 の 事例 をみ

ると、閲 畑 当 初 は土 壌侵 食 が抑 制 されて い る傾 向 が伺 わ

れた。

そ こで 、 1982～ 1987年 の 梅 雨期 の連 続 降 雨 に お け る降

雨強度 3 m m ／ 10m in 以上 の降雨の運動 エネルギー積算
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図－ 2 流 出土 調査 時 ごとの 流 出土 量 と降 雨 の

表面流去率 の関係（6 、7 月，標準区）
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図－ 3 野 草 地 開畑 後 の梅 雨 期 間 に お け る流 出土 量 と降

雨 の 運 動 エ ネル ギ ー積 算値 の関 係 （標 準 区 ）

値 を Ⅹ軸 に、 標 準 区 の流 出土 量 を Y 軸 に とって み る と、

回 － 3 の よ うに 開畑 3 年 目以 降 の198 4 年 か ら198 7 年 で は

降 雨 の運 動 エ ネ ル ギ ー積 算 値 が大 きい年 ほ ど流 出 土量 が

増 加 して お り、開 畑 年 の 19 8 2年 、 そ して 2 年 目の 19 8 3年

は この回 帰式 か ら大 き くは ず れ て い た。 降 雨 の運 動 エ ネ

ル ギ ー横 井値 の単位 量 あ た り流 出 土量 を求 め た と こ ろ、

野 草 地 開 畑 直 後 の1982 年 を 1 ．0 と す る と、 1983年 1．8 、

1 98 4 年 3 ．0 と急 激 に 増 加 して い た。 この こ とか ら、 開 畑

初 年 目、 2 年 目は土 壌 侵 食 が 抑 制 され て い る こ と が明 ら

か に な った 。

こ う した 開畑 1 ～ 2 年 目の 侵食 抑 制 は 、野 草 地 を直接

ロー タ リ耕 で開 畑 して い るた め、表 － 3 に示 した よ うに 、

野草 の刈 株 や板 の残 造 物 が 多量 に混 入 して い た た め と考

え られ た 。 な お、 3 年 目以 降 の侵 食 量 の増 大 は 、 混入 残

直物 の経 年 的 な減 少 か ら も明 らかな よ うに、 野 草 残 渡 の

混入 に よ る土 ♯ 侵食 防 止効 果 が失 わ れた もの と推 察 され

た。

3 ．土壌侵食防止対策の効果とその実用性

3 － 1 土寮侵食防止対策の効果

キ ャベ ツ栽 培 に お け る土 壌 侵 食 防止 対 策 の効 果 を 明 ら

か にす るた め に、前 記 の試 験 開場 を用 い て 、 キ ャ ベ ツ単

作、上下高畦の慣行的な栽培 （標準区）に対す る作畦方

法、 牧 革帯 導 入、 フ イル ムマ ル チ栽 培 、実 作 を入 れ た作

付様 式 に つい て検 討 した。

その結 果、有 効 な対策 とされ る等 高線 高畦 栽培 （図 … 4

の区 3 ） ならびに上下高畦栽培・下方牧草帯 導入 （同区

4 ） を行 うと、キ ャベ ツ栽 培 期 間 （ 6 ～ 9 月 ） の 流 出土

量は標準区 （同区 1 ）に比 べて前者で 80％、後者 で30％

減少 し大 きな効果 を示 した。 しか し、 前 者 で は 畦 間 に停

滞水 が 発生 し、後 者 は 圃場 内 下 部 へ 土 壌 が堆 積 し、 キ ャ

ベツ に湿 害 を もた らす憤 向が み られ た 。

上 下 高畦 の フイル ム マル チ栽 培 （図 － 4 の 区 5 ） では

降雨 の表 面 流去 率 が高 ま り、 畦間 土 壌 の 流 出 が著 しか っ

表－ 3 開畑後の野草残撞 （刈株 と板）量 とその

C ／N 比の変化
（乾 物 当 た り）

年残蔭量（g／m 2） C／N 比

2
3
4
5
6
7

8

8

8

00
8

00

9
9
9
9
9
9

5

一4

5

1

2

3

6

1

00
0

8

2

5
7
4
3
1
1

1 1 15

8 5

6 5

5 2

注） 野 草地 の 開畑 は 1982年 5 月、 ロー タ リ耕 起 後 、

深 さ 0 ～ 15c m を毎 年 5 月 に調 査 した。
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作 畦 方 法 フ イルムマルチ

（198 4 ～8 7年 ） （1982～87年）

＊＊ 1 ％水準有意差

＊ 5 ％ 水準有意差

＊

＊＊

1 7 8 9

裏作 の刈扶す き込 み

（1985～87年）

図 － 4 キ ャベ ツ栽 培 期 間 （ 6 ～ 9 月 ） にお け る侵 食 防 止対 策 の効 果比 較

区1 ：標準（上下高畦），区 3 ：等高線 高畦，区 2 ：上下平畦（但 し、1985、87年は低畦），

区4 ：上 下 高畦 ・ 下 方 牧草 帯 導 入 区 5 ：フ イル ム マル チ， 区 6 ：部 分 フ イル ム マル チ ，

区7 ：裏 作 イ タ リア ソ跡 ， 区 8 ‥裏作 ラ イ ムギ跡 ， 区 9 ：裏作 ライ ム ギ25c m 高刈 跡

表 － 4 裏作 物 のす き込 み量 とそ の C ／ N 比

（ 乾 物 当た り）

年刈 株 板 C／N 比

（g／m 2） （g／m 2） 刈株 限

イタ リ ア ソ ラ イ グ ラ ス ＊

1 9 8 3 ～ 1 5 0 ± 5 7 3 1

1 9 8 7 2 3 6 ± 10 0 3 3

ライ ム ギ ＊＊

1 9 8 3 ～ 37 1 ± 5 1 6 5

1 9 8 7 2 8 5 ± 5 1

ライ ム ギ ＝ ＊
1 9 8 5 ～ 4 7 9 ± 7 4

1 9 8 7 3 0 5 ± 7 6

4 2

注 ）刈 取 りの高 さは 、 ＊約 5 cm … 約 15cm … ＊約25cm

た。流 出 土 量 は野 草地 開 畑 2 年 目 まで は標 準 区 よ りや や

少な か った が 3 年 目以降 で は逆 に増 加 し、 そ の 土壌 侵 食

防止効 果 は 小 さか っ た。

次 に野 草 残 渡 の 土壌 侵 食 防 止効 果 に着 日 して 、 裏作 を

導入 し、 そ の残達 す き込 み と上 下 高 畦 栽培 組 合 わ せ の効

果を検討 した 。裏 作 に キ ャベ ツ収 穫 後 の 10 月上 旬 まで に

イタ リア ソ ラ イ グ ラ ス （同 区 7 ） あ る い は ラ イ ム ギ （同

区8 ） を播 種 し、翌 5 月 中 旬 に育 刈 して持 ち出 し、刈 株

をす き込 み後 、 上 下 高 畦 で キ ャ ベ ツを栽 培 した 。 裏作 物

残渡 の す き込 み量 を真 一 4 に示 した 。 そ の土 壌 侵 食防 止

効果 は ライ ム ギ の方 が大 き く、 ライム ギ 刈株 をす き込 ん

だキ ャベ ツ栽培 で は標 準 区 に比 べ 、流 出 土量 が25％ 減 少

し た 。 さ ら に 、 刈 取 り の 高 さ を 2 5 c m と し て ラ イ ム ギ 刈

株す き込 み 量 を 多 くす る と （同 区 9 ） 、 流 出土 量 は 40 ％
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資料 ：飯 田 高原 の火 山灰 土 野菜 畑 にお け る土 壌 侵食 の 実態 と対 策

表－ 5 キ ャベ ツの 収 量 に及 ぼ す裏 作 の 刈株 す き込 み の効 果

処理 1982 年 1983 年 1984年 1985年 19鮎年 1987年 平 均

裏作 な し・ 上 下 高畦 100 10 0 100 100 10 0 100 100

（標準区） （3 8 ．1） （48 ．2 ） （42 ．8） （4 1 ．4） （24 ．0 ） （44 ．4 ） （39 ．8 ）

裏作 イ タ リア ソ 跡

裏作 ラ イム ギ跡

裏作 ラ イム ギ高 刈跡

1 0 6 1 15 12 0 10 6 9 8 109

1 0 4 10 6 1 10 126 9 6 10 6

1 11 133 8 7 10 6

注 ） （ ） 内 数字 は、 キ ャベ ツ収 量 実数 M g  h a ▲ 1

減少 した 。 裏 作 を導 入 した 場 合 の キ ャ ベ ツ の 収 量 は

蓑一 5 に示 す よ うに いず れ も増 収 した 。

な お 、飯 田 高原 で は キ ャベ ツ収 穫 後 の 10 月 か ら翌 年

5 月 頃 まで の 水 食な らび に風 食 は比 較 的 少 な い が、 裏作

ライム ギの導 入は この期 間の 土壌 侵食 防止 に も有 効 であ っ

た。

3 － 2 土壌侵食防止対策の実用性

飯 田 高原 の キ ャベ ツや ダ イ コ ン栽 培 は 多 雨年 は 低 収 と

な りや す く、 土襲 の多 湿 が収 量 の制 限要 因 とな ってい る。

した が って 、 キ ャベ ツの生 育 には表 面 流 去 水 の迅 速 な排

水が望 ま し く、 キ ャベ ツ畑 の土 壌侵 食 防 止 に はそ の 停滞

貯留 、流 去 速度 の減 少 が望 ま しい と い う矛盾 が あ る。

裏作 ライ ムギ 高刈 り刈 株 す き込 み・ 上 下 高畦 に よ る土

壌侵食 効 果 は 、主 に ライ ム ギ残 漬 の土 壌 表面 被 覆 に よる

もの で あ る。 ま た上下 高 畦 は 排 水 に有 利 で あ るた め キ ャ

ベツの減 収 を招 く危険 性 が 小 さ く、 蓑 － 5 の よ うに増 収

効果 が あ る こと か ら、飯 田 高 原 の キ ャベ ツ畑 の土 壌 侵食

防止 対 策 と して実 用性 が高 く、 普及 しや す い。

等高 線 高 畦 あ るい は牧 草 帯 の 土壌 侵 食 防 止効 果 は 、 そ

れぞれ 表 面 流去 水 の貯 留 と流 去速 度 の低減 に よ る もの で

あるが 、そ の効 果 が大 きい ほ ど土壌 は 多湿 状 態 が 長 く続

く。 したが って、 それ らの 実 用 性 の評 価 に は、 枠 試験 区

よ り大 きな 規模 の 圃場 にお い て 、 キ ャベ ツ の生 育 、収 量

に及 ぼ す 影響 等 を検 討 す る こ とが必 要 とな る。 そ こで、

1 9 8 8年 に 1 号 圃 と 2 号 圃 の 小 区 画の 境 界 を取 り除 い て そ

れぞ れ 1 杖 の圃 場 （面 積 ） と し、実 際 の栽 培 に近 い面 積

で等 高 線 高畦 、 上下 高 畦・ 下 方牧 草 帯 を検 討 した。 等 高

線高 畦 の 圃場 （2 号囲 ） で は 、徴 地 形 に よ るわ ず か な傾

斜に繰 って表 面 流去 水 が 畦 間 を流 去 し、集 水 され る場 所

で停 滞 水 や畦 の部分 的 崩 壊 が発 生 した。 キ ャベ ツの収 量

は停滞 水 が少 なか った場所 で 平均 41．3±2 ．5M g ha‾1で あ っ

たのに 対 し、 しば しば 停 滞 水 を生 じた場 所 で は平 均

3 2 ．9± 0 ．8M g h a‾1で20％ も減 収 とな った 。 上 下 高畦・ 下

方牧 草 帯 の圃 場 （ 1 号 圃 ） は、 牧 草 帯 に近 い 斜面 下 部 の

畦聞 と牧 草帯 内部 に流 出 土 が堆 積 して 多湿 とな り、 キ ャ

ベツの 収 量 は牧 草 帯 に近 い斜 面 下 部 の場 所 で 26 ％ の減 収

とな った 。 これ らの 結 果 か ら 、等 高線 高畦 と上 下 高 畦 ・

下方 牧 草 帯 の対 策 は 、 飯 田高 原 の キ ャベ ツ栽 培 で は 多湿

によ る生 育 不 良 の発 生 が ネ ッ クとな り、 いず れ もそ の実

用性 は 低 い と評 価 せ ざ るを得 な か った 。

4 ．土地利用方式への提案

久住、飯田、阿蘇の高原地域は、大規模草地開発を基

盤とす る大 型畜 産経 営 が推 進 され て きた と 同時 に 、 夏秋

期野 菜 の 九 州域 内供 給 基地 と L て の 役割 も大 き く、 近年

その役 割 は益 々重 要 とな っ て い る。 しか る に、 野 草 地 開

畑に よ る野菜 栽 培 は 、 開 畑適 地 に限 界 が あ る こ と、 高原

地域 の 土 壌保 全 、 自然 景観 維 持 の点 に も問 題 があ り、 開

畑規模 と畑地配置の適正化 、開畑彼の土壌侵食防止、跡

地荒 廃 対 策 が急 務 とな って い る。

本論文では上記の研究に基 づき、開畑後 の土壌侵食防

止、 跡 地 荒廃 対 策 な どを基 幹 と した 望 ま しい土 地 利 用方

式と して 、野 草 地→ 野 菜 畑 一一枚 草 地 、 お よ び牧 草 地 の 更

新時を利用す る牧草地→野菜畑→牧草地 といった長期計

画的な野 草地、牧草地 、野菜畑 を組合わせた輪換 方式 を

提案 す る。 これ は野 草地 お よ び牧 草地 に蓄 積 され た有 機

物に よ る土壌 侵 食 防 止効 果 の合 理 的利 用 を基 本 とす る も

ので あ る。 なお 、野 菜 畑 の期 間 は 2 年 を限 度 と して い る。
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